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は じ め に

世界の核弾頭
データポスター

「世界の核弾頭データ」ポスターは、およそ1万2500発
もの核弾頭が存在する私たちの住む世界の現状を、
核弾頭の保有国別・種類別に、わかりやすく図示した
ものです。小学生から大人まで、多くの方に役立つこ
とを願い、核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU- NC）と
長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）が2013
年に製作を始めました。8月の広島・長崎の原爆忌に向
けた平和教育に役立てられるように、毎年6月に最新
情報に更新して発表しています。

この「しおり」は、ポスターを手に取った皆さんの理解
の一助となるように、背景情報や専門用語をできるだ
け平易に解説しています。とりわけ、学校などの教育
現場で活用していただければ幸いです。ポスターのも
ととなった詳細なデータは、RECNAのスタッフを含む
専門家によって構成される「核弾頭データ追跡チー
ム」が作成したもので、下記URLにあるホームページ
で公開しています。さらに詳しい内容を知りたい方は
そちらをご覧ください（QRコードからもアクセスでき
ます）。
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核弾頭とは、核兵器の核爆発を起こす部分のことです。
一般的には、核弾頭と、それを搭載するミサイルなどを
組み合わせたものを核兵器と呼びます。

原子爆弾（原爆）は核兵器の一種です。ウランやプルト
ニウムの原子核が分裂するときに生じるエネルギーを
利用した兵器です。他に、水素の原子核が融合するとき
に生じるさらに強力なエネルギーを利用した水素爆弾
（水爆）があります。

ポスターが示している保有数はすべて推定です。一般的
に、核兵器に関する情報は国家の軍事機密であり、いず
れの国も詳細なデータを公表していません。とりわけロシ
ア、中国、インド、パキスタン、北朝鮮に関しては、核弾頭
の総数を含めて公的な情報はきわめて限定的です。イス
ラエルに至っては核保有の有無も明らかにしていません。
そこで、この問題に取り組む研究者や専門家は、核兵器
の材料となる核物質の保有量など様々な角度からの情
報を基に、各国の保有核兵器の数や種類、配備状態を
推察しています。本ポスターも、そうした様々な情報源
からのデータを精査して作られたものです。

核兵器は、通常の爆弾に比べて数万倍から数十万倍の
爆発威力と、鉄をも溶かすほどの高温を発します。さら
に、強力な放射能により多くの犠牲者を生み、長い間に
わたって被爆者の心身に痛みや苦しみを与え続けま
す。そのため、核兵器は「大量破壊兵器」「非人道兵器」
と呼ばれています。

1945年以降、世界では2千回を超える核爆発実験が行
われ、人間と環境に甚大な被害を与えてきました。最近
の実験は北朝鮮による2017年9月のものです。あらゆ
る核爆発実験を禁止する「包括的核実験禁止条約」
（CTBT）は、成立から20年以上が経っても未だ発効し
ていません。米国などは、核爆発に至る核分裂連鎖反応
を起こさず、CTBTには抵触しない「未臨界核実験」等
を行っており、被爆地をはじめ国際的な非難を呼んでい
ます。

現在、米国の保有する推定100発の戦術核弾頭が、北
大西洋条約機構（NATO）軍用として、ヨーロッパの５カ
国（ベルギー、ドイツ、イタリア、オランダ、トルコ）に配
備されています。もし戦争になれば、米国の核弾頭をこ
れら非核兵器国の戦闘機などに搭載して使用すること
が想定されています。まさに冷戦の遺物であり、ヨー
ロッパでも長らく撤去を望む声があがっていました。し
かし、その実現を見ないうちに、ウクライナ危機を背景
に各国の対立が激化し、ロシアによる同盟国ベラルー
シへの戦術核の配備計画が決定しました。日本でも一
部の政治家が「核共有」政策の検討を提唱して注目され
ましたが、岸田首相は「非核三原則」に抵触するとして
否定しています。

2021年1月に発効した核兵器禁止条約は、核兵器の
開発、実験、保有、使用や使用の威嚇などを禁止した
条約です。もちろん条約ができても核兵器廃絶の
ゴールがすぐに達成されるわけではありません。核保
有国や「核の傘」の下の国々は少なくとも当面は条約
に参加しないと見られています。しかし、核兵器を明
確に国際法違反の非人道兵器と位置付けた条約が
制定されることによって核兵器に「悪の烙印」が押さ
れます。それが世論に影響を与え、核抑止政策をとる
国々に政策転換を迫る圧力になることが期待されて
います。

まず核兵器の部品を解体して処分しますが、問題は
核物質です。核物質は簡単にはなくなりません。した
がって、核物質は、二度と核兵器に使用できないよう
に管理・処分することが必要です。残念ながら、世界
の核物質量は現在も増え続けています。

核兵器のない世界を実現するためには、核保有国だ
けでなく、すべての国の力が必要です。国際的な核軍
縮と不拡散の要石である核不拡散条約（NPT）は、そ
の第6条で、すべての国に核兵器廃絶に向けた誠実
な軍縮交渉を義務付けています。とりわけ、日本な
ど、核保有国の「核の傘」に依存している国が政策を
転換し、「核兵器に頼らない安全保障」をめざしてい
くことが重要となります。北東アジア非核兵器地帯
の創設に向かうことはそうした努力の一つです。

「核弾頭」と「核兵器」は
どう違うの？ Q1

核兵器とそれ以外の兵器
は何が違うの？ Q4

核実験は
今でも行われているの？ Q5

「核共有」って何？ Q6

核兵器禁止条約で
核兵器はなくなるの？ Q7

核兵器をなくすというのは
どういうこと？ Q8

日本ができることは？ Q9

「核兵器」と「原子爆弾」は
どう違うの？ Q2

核弾頭の数は
どうやって数えるの？ Q3

FAQ よくある質問
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　しかし、 実質的な核軍拡は進んでいます。注目すべきは、「現役核弾頭」の数です。これは、総
数から 「退役・解体待ち」の核弾頭数を除いたもの、すなわち配備されていつでも使える状態にあ
る核弾頭（作戦配備の核弾頭　　　 ）と、配備に備えて貯蔵されている核弾頭（作戦外貯
蔵の核弾頭 　　　  ）の数の合計です。「現役核弾頭」数は、米ロ間の新戦略兵器削減条約（新
START）の削減目標達成期限（2018年2月）以降、明らかな増加傾向にあります【図3】。
　加えて、各国はいずれも保有核兵器の質的な向上を進めています。国際的な軍縮・不拡散・軍
備管理の枠組みは極めて大きな逆風に晒されています。
　ポスターの中央にあるのは「終末時計」です。2023年1月、「終末時計」の針が10秒進められ、過
去最悪となる「残り90秒」となりました。「終末時計」は、米国の権威ある専門誌「原子科学者年報」
が1947年から継続的に発表しているもので、核兵器使用などによる人類滅亡を午前0時になぞら
え、それまでの残り時間で世界の危機的状況を象徴的に示す試みです。
　今回、針が進められた最大の理由が、ロシアによるウクライナ軍事侵攻と、それにともなう核使
用リスクの増大です。私たちの世界が極めて大きな危機に直面していると、時計は警鐘を鳴らして
いるのです。

　2023年6月現在、地球上に存在する核弾頭の総数は推定12,520
発です。これは昨年比で200発の減少となります。保有国は、米国、ロ
シア、フランス、英国、中国、インド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮の9
カ国です。
　5月に被爆地広島で開催されたG7サミットが発した「核軍縮に関
する広島ビジョン」は、「世界の核兵器数の全体的な減少は継続しな
ければならず、逆行させてはならない」と述べました。確かに、核弾頭
の総数は冷戦後一貫して減少傾向にあります。ピーク時（1987年）
には7万発近くが存在した核弾頭は、米ロの二国間条約や一方的削
減などによって大幅にその数を減らしました【図1】。このポスターが
登場した2013年から10年間の推移を見ても、核弾頭総数では
4,800発近くが削減されています【図2】。

核弾頭総数は減少傾向を継続。しかし、退役・解体待ち弾頭を除いた
「現役核弾頭」 の数でみれば軍拡が進んでいる。
核兵器の近代化や新型核兵器の開発など、質的な軍拡も続いている。
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【図1】 
世界の核弾頭数の推移（1945年～2023年）
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　中国、インド、パキスタン、北朝鮮の核戦力は拡大傾向にあります。図３で示したように、過去10年間で、中国は160発、インドは64発、パキスタンは60発、北朝鮮は少なくとも30発、核弾頭を増
加させたと見られます。また、各種ミサイルなど運搬手段の開発・配備も急ピッチで進められています。こうした傾向に歯止めがかかる兆しは今のところありません。
　とりわけ北朝鮮からは、この間、戦術核兵器　　　　の開発を進め、核兵器の先行使用も辞さない姿勢が示されてきました。2022年9月には核兵器の使用条件を定めた法令が採択されまし
た。これは同国の恣意的な判断で、核先行使用があり得ることが明文化されたことを意味します。新型兵器の開発及び運用に向けた、多種多様な試験や訓練がこの間も継続されました。
　2017年9月以来となる核爆発実験の実施に向けた兆候も指摘されています。

　ロシアによるウクライナ軍事侵攻を背景に、米ロの緊張と対立は激化し、核軍拡競争が再燃しています。 米ロはともに、老朽化が進んだ冷戦時代の核兵器システムのアップグレードを図ろう
と、莫大な予算を投じた近代化計画を進めてきました。さらには近代化の枠を超えて、最先端技術を使った新型兵器の開発・配備も加速させています。２０２３年３月、プーチン大統領は同盟国
ベラルーシに戦術核兵器ミサイルシステム「イスカンデール」を配備することを明らかにしました。
　二国間・多国間の軍備管理体制にも大きなひびが入っています。202３年２月、ロシアは新STARTの履行停止を決定し、対抗措置として米国も情報提供の一部停止を発表しました。 新
START は現在、米ロ間に残る最後の二国間軍備管理・軍縮条約です。 同条約は、 核弾頭やミサイルなどの保有数の制限のみならず 、定期的な情報交換や現地査察を含む検証措置 を通じて
両国の信頼醸成に役立ってきました。こうした条約の瓦解は、核軍拡を一層加速させ、 核をめぐる世界秩序に深刻な影響を与えるものとなります。
　201８年２月の新START履行期限を境に、「現役核弾頭」が増加傾向に転じていることは、2026年に失効を迎える新STARTの後継となる新たな軍備管理・軍縮の枠組み作りが急務である
ことを示しています。両国は直ちに対話を再開しなければなりません。今後の米ロ交渉においては、核弾頭及び運搬手段の削減だけでなく、質的な軍縮についても議論に含められるべきです。す
なわち、核兵器使用のリスクを高めている極超音速ミサイルや精密誘導兵器など新兵器の制限・禁止や、宇宙・サイバー領域に受ける軍事活動の規制といった点です。こうした交渉に中国を巻き
込んでいくことも重要となります。

ことば 4

ことば 5

ことば 3

「作戦外貯蔵の核弾頭」作戦配備はされていないが、将来の使用の可能性を想定して貯蔵している弾頭。ことば 4

「戦術核」より限定した地域的戦争の目的に使われる核兵器。非戦略核とも呼ばれる。他方、戦
略上重要となる敵国の都市や主要軍事施設などに対する攻撃を目的としたものを「戦
略核」という。しかし「戦術核」「戦略核」の区別はあいまいで、恣意的なものと言える。

ことば 5「大陸間弾道ミサイル（ICBM）」地上から発射される射程距離5,500キロメートル以上の弾道ミサイルのこと。ことば 2

「作戦配備の核弾頭」部隊に配備・貯蔵され、そのまま使用できる状態に置かれている核弾頭のこと。ことば 3

「潜水艦発射弾道ミサイル（SLBM）」潜水艦に装備された発射管から発射される弾道（おおむね放物線を描く）ミサイルのこと。ことば 1

　ポスターは、使用される発射台や運搬手段の種類によって、核
弾頭を以下の3つに分類して表示しています。それぞれのアイコン
は弾頭5つ分です。

核弾頭の運搬手段とその種類

爆撃機など
航空機搭載用
の核弾頭

大陸間弾道ミサイル
（ICBM）　　　 など
地上配備用の核弾頭

ポスターでは、上記に加えて、「退役・解体待ちなど」の分類を設
けています。これは、軍用任務から退役し、解体を前提に保管
されている核弾頭ですが、再利用を完全に否定することはで
きません。

潜水艦発射弾道ミサイル
（SLBM）　　　 など
海洋配備用の核弾頭

には、「作戦配備の戦術核弾頭」「作戦配備
の非戦略核弾頭」「作戦外貯蔵」　　　　
の核弾頭が含まれます。これらを合わせて、
「現役核弾頭」と呼びます。

ことば 1 ことば 2

ことば 4

ことば 5ことば 3

ポスターの数字は丸めのため、実際の合計数とは異なる場合がある。
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【図2】 
核弾頭総数の推移（2013年～23年）
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【図3】 
現役核弾頭数の推移（2018年～23年）


